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１．会社概要
２．株価・財務状況・経営状況の推移
３．経営構造改革と経営方針の概要

４．新規事業の概要
５．CSRへの取り組みについて
６．環境への取り組みについて
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・創 業 明治43年3月
・設 立 昭和26年１月
・資本金 ８４０,６８７,０００円
・従業員 １９３名（平成19年3月31日現在）

・営業内容 ◎工事部門
ビルディング及び建築物の電気設備工事、発変電工
事、地中線工事、空調工事、情報通信工事等
◎販売部門
冷暖房・空調機器、ビル電源機器、昇降機、環境設
備装置、電力設備機器、電線類及び管路材料等
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明治４３年 ３月 個人企業弘田国太郎経営の弘電舎を匿名組合として創立

大正 ６年 ６月 資本金５０万円の株式会社に改組
小樽に北海道支社開設、同時に札幌出張所開設

大正１４年 ４月 旭川に出張所開設

昭和 ４年 ４月 函館に出張所開設
昭和２６年 １月 電力再編に伴い、北海道支社を継承して「株式会社北弘電社」と

改称設立

函館、旭川に営業所開設、釧路、帯広、室蘭、東京、仙台に出張
所開設

平成１１年 ３月 ＩＳＯ１４００１認証取得

平成１２年 ５月 ＩＳＯ９００２認証取得
平成１２年 ８月 札幌証券取引所に株式を上場
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北弘電社は、常に顧客優先の精神に徹し、

優れた技術と豊かな創造力により、

地域社会の活性化と生活環境の向上に

貢献する。
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屋内配線工事事業
・ビル・建築物の電気工事
・上下水道、各種産業機械プラント設置等

主な実績

・札幌ドーム

・旭川医科大学

・札幌中央卸売市場

・市立札幌病院

・北海道立子ども総合
医療・養育センター

・北電泊発電所１～３
号機建設工事

・北電後志送電幹線新
設工事

・北電西野変電所増設
工事

電力関連工事事業
・送電線工事
・地中送電線・地中配電線・地中通信線工事
・発変電所の電気設備工事、建築物の空調、情報通信ｹｰﾌﾞﾙ工事

FA住宅環境設備機器事業
・標準機既製品、冷暖房、空調機器
・ビル電源機器、昇降機、環境設備機器、電子機器等

産業設備機器事業
・電力設備機器、電線類及び管路材料、情報通信システム等
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道内トップクラス
の

施工能力
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専属協力会社

（株）菱弘電設をはじめとする数十社、

１，５００名を超える協力会社集団によ

る「動員力」。

技術力

動員力

当 社
数種の資格を持つスペシャリストが
「技術力」をバックアップ。

国家資格有資格者
１級電気工事施工管理技士 １１９名
第１種電気工事士 ７８名など



売上高１２６億６千万円 （平成19年3月期）

屋内配線工事

５４％

電力関連工事

２４％

電力関連設備機器

９％

ＦＡ住宅環境設備
機器

１３％
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◎純資産・1株当り純資産・ＰＢＲの推移
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◎売上高・当期純利益の推移 （単位：百万円）
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◎創業１００周年・設立６０周年に向け、事業環
境の変化に適応した事業運営を行うことを目
的に２００６年７月に「経営業績改善推進本
部」を設立し、新経営情報システム構築ＷＧ、
資材調達コスト低減ＷＧ、オール電化事業化
ＷＧなど５つの全社共通テーマと５つの事業
本部別のテーマからなる経営構造改革を着
実に展開しています。
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204212206人員数

12,278
(99.8)

12,672
(100.1)

12,880
(113.1)

損益分岐点（百万円）
（同比率 （％））

74.076.682.8労働分配率（％）

1,4741,5741,499人件費 （百万円）

2008/3     
（計画値）

2007/32006/3



◎２００７年度 経営方針

①収益力向上による全事業部門の黒字化

②経営構造改革の推進
③人材の育成
④企業倫理・遵法精神の徹底と法制度改正
等への対応
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・事業拠点

「札幌オール電化センター」

（サッポロファクトリー内）

・ウェブマガジン

「でんかくらぶ」

・オール電化設備工事事業

・一括電力熱供給事業

灯油の高騰

新築電化比率

１５％

↓

３０％へ激増
(昨年度値）

オール電化市場 当社の強み 事業化

オール電化設備工事
の豊富な施工実績

＋

全道におよぶ
工事ネットワーク
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http://www.kitakoudensha.co.jp/denka



◎バッテリー再生事業は、今まで不可能とされたバッテリーの
再生を可能にし、劣化したバッテリーを蘇らせる事業です。
現在、事業化に向けて詳細な市場調査を行っています。
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再 生

環境に考慮した
自然にやさしい事業

劣化バッテリー

日本で毎年
4,000万個が
廃棄物として処分

バッテリー再生装置

バッテリーのリプレ
イスに比べ３０％の
コストメリット



◎ＩＳＯ認証取得
・ＩＳＯ１４００１ 平成１１年３月 認証取得
・ＩＳＯ９００１ 平成１２年５月 認証取得

◎コンプライアンス体制の整備
・２００６年９月よりコンプライアンス規程、コンプライアンス委員会規則、内部通報
規程を整備し運用中

◎労働安全衛生リスクアセスメントシステム
・リスクアセスメント手法をシステム化した当該システムを現在構築中
（２００７年下期より運用開始予定）

◎内部統制システム（会社法・金融商品取引法）
・外部の専門コンサルティングのアドバイスを受け現在構築中
（２００８年度より運用開始予定）
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◎本社・支社社屋の取り組み
・平成１１年にＩＳＯ１４００１を認証取得し環境マネジメントシステムを構築・運用中
・本社社屋は環境に配慮したヒートポンプ空調システムによるオール電化ビル
・支社社屋は重油・灯油ボイラからヒートポンプシステムへ熱源変更を実施予定

◎新規事業による取り組み
・ＥＳＣＯ事業
道内初の市立札幌病院ＥＳＣＯ受託
・オール電化事業
ヒートポンプ等オール電化拡大によるＣＯ２排出量の削減
・バッテリー再生事業
劣化バッテリー再生による産業廃棄物の削減

◎その他の取り組み
・チーム・マイナス６％の参加
・クールビズ運動の実施（毎年１８ｔｏｎＣＯ２の削減効果）
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◎本資料は平成１９年７月２４日現在のデータに基づいて作成されておりま
す。また、証券取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の
正確性、完全性を保証するものではありません。本資料には将来の業績
に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を保証す
るものではなく、リスクと不確実性を内包するものです。将来の業績は経
営環境に関する前提条件の変化などに伴い変化することにご留意くださ
い。また、あくまで当社の経営内容に関する情報の提供を目的としたもの
であり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたもの
ではありません。本資料の利用については他の方法により入手された情
報とも照合確認し、利用者の判断によって行ってください。また、本資料
利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いかね
ますのでご了承ください。
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